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日
本
の
国
情
を
知
ら
な
い
外
国
人
が
民
法
を
起
草
し
た
場
合
に
、
最
も
問
題
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ

る
領
域
は
家
族
法
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
施
行
延
期
派
の
議
論
が
集
中
し
た
の
も
家
族
法
だ
っ
た
。
旧

民
法
で
は
家
族
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
相
続
以
外
は
人
事
編
と
い
う
編
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
「
人

の
言
葉
も
生
ま
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
お
け
る
延
期

事
編
民
法
を
延
期
せ
し
む
」

派
の
信
条
に
表
現
を
与
え
た
絶
妙
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

留
学
帰
り
の
気
鋭
の
憲
法
学
者
穂
積
八
束
が
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
施
行
延
期
を
求
め
て
書

い
た
論
文
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
よ
り
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
有

名
と
な
り
、
施
行
延
期
派
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
（
八
束
は
こ
の
種
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
作
り
の

オ
の
あ
る
人
だ
っ
た
）
。

実
際
に
は
、
旧
民
法
の
家
族
法
の
部
分
（
人
事
編
と
財
産
取
得
編
中
の
相
続
に
関
す
る
規
定
）
は
日

本
人
委
員
の
手
で
起
草
さ
れ
、
日
本
の
家
族
制
度
に
相
当
程
度
配
慮
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
決
し

て
フ
ラ
ン
ス
流
の
個
人
主
義
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
日
本
固
有

の
文
化
が
十
分
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
反
応
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
全
体
を
覆
う
印
象
と

な
っ
て
延
期
派
に
勢
い
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

八
束
の
論
文
の
内
容
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
遡
る
西
洋
法
制
史
の
知
識
を
も
と
に
、
祖
先

崇
拝
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
短
い
も
の
だ
が
、
西
洋
法
学
に
つ
い
て
の
そ
れ

な
り
に
深
い
理
解
な
し
に
は
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
に
受
容
さ
れ
た
西
洋
法
学
の
知
識
が
、
ま

ず
、
西
洋
式
の
法
典
を
批
判
す
る
た
め
の
理
論
と
し
て
使
わ
れ
た
、
と
い
う
事
実
は
興
味
深
い
。
ま
た

こ
の
論
文
は
、
単
に
外
国
人
の
起
草
に
反
対
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
忠
孝
」
と
い
う
表
現
で
、

日
本
の
家
族
制
度
が
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
相
容
れ
な
い
と
の
主
張
を
前
面
に
出
し
た
点
で
、
西
洋
的
価

値
に
対
す
る
対
抗
理
論
を
提
示
す
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
。

【
問
題
】

①
筆
者
の
論
述
の
要
点
を
あ
げ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
②
あ
な
た
の
考
え
る
西
洋
の
法
文
化
と
東
洋
の

法
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
述
べ
な
さ
い
。

以
下
の
文
章
を
読
ん
で
、

外

国

五
口

＿＿―-ロ

【
問
題
】

科

目

そ
し
て
、

ミ

ン

ポ

ウ

イ

デ

テ

チ

ュ

ウ

コ

ウ

ホ

ロ

プ

「
民
法
出
テ
＼
忠
孝
亡
フ
」

で
あ
る
。

内
田
貴
『
法
学
の
誕
生
』
（
筑
摩
書
房
、
二

0
一
八
年
）
よ
り

に
答
え
な
さ
い
。 日

本
語
（
法
律
学
基
礎
）

0
二

三

年

度

修

士

課

程

入

学

試

験

問

題

（

国

内

受

験

）

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
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